
本
連
合
会
は
七
月
十
日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
平
成
二

十
四
・
二
十
五
年
度
第
二
回
常
任

理
事
会
を
開
催
し
た
。
文
部
科
学

省
の
平
成
二
十
五
年
度
予
算
概
算

要
求
を
前
に
、
本
連
合
会
と
し
て

私
学
関
係
政
府
予
算
に
対
す
る
要

望
や
対
応
等
を
協
議
す
る
の
が
主

要
議
題
。
吉
田
晋
会
長
の
挨
拶
に

続
き
行
わ
れ
た
報
告
・
協
議
で

は
、
福
島
康
志
事
務
局
長
か
ら
、

私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助
成

費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡
充
強
化

な
ど
七
項
目
か
ら
な
る
要
望
案
の

内
容
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
日
程

に
関
し
て
は
例
年
の
八
月
三
十
一

日
ま
で
の
財
務
省
提
出
は
難
し
い

情
勢
で
、
提
出
期
限
が
延
長
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
経
常
費
助

成
費
補
助
金
に
関
し
て
は
、
公
立

高
校
無
償
化
の
中
で
私
立
高
校
は

授
業
料
の
値
上
げ
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
公
的
支
援
の
拡
充
が
望
ま

れ
る
こ
と
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
力
を

高
め
る
な
ど
新
し
い
教
育
活
動
の

展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
拡
充
の
理
由
と
し
た
こ

と
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
関
し

て
は
文
部
科
学
省
は
平
成
二
十
七

年
度
に
は
完
了
し
た
い
意
向
の
よ

う
だ
が
、
公
立
学
校
が
全
額
税
金

で
進
め
て
い
る
の
に
対
し
て
私
立

学
校
で
は
、
国
の
補
助
に
上
乗
せ

補
助
を
出
し
て
い
る
県
は
十
六
県

に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
学

校
施
設
の
耐
震
化
に
関
し
て
は
国

の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
、
要
望
で

は
強
く
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と

説
明
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田
会
長

は
、
公
立
学
校
の
保
護
者
も
私
立

学
校
の
保
護
者
も
同
様
に
税
金
を

納
め
て
お
り
、
耐
震
化
へ
の
公
的

支
援
は
国
公
私
同
等
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
に
関
し
て
は
、
制
度
実
施

前
の
民
主
党
の
原
案
で
は
、
所
得

基
準
は
五
百
万
円
以
下
で
二
十
四

万
円
の
支
援
金
に
す
る
と
し
て
い

た
と
指
摘
、
制
度
改
善
を
要
望
し

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。
常
任
理

事
会
で
要
望
案
は
原
案
通
り
了
承

さ
れ
た
。
私
学
関
係
予
算
要
望
に

関
連
し
て
、
福
島
事
務
局
長
は
、

中
高
連
と
し
て
今
年
度
、
各
都
道

府
県
の
予
算
要
望
に
つ
い
て
も
情

報
収
集
し
て
い
く
意
向
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
ほ
か
常
任
理
事
会

で
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
高
校
等

就
学
支
援
金
の
加
算
基
準
の
変
更

の
経
緯
や
、
構
造
改
革
特
区
制
度

で
学
校
設
置
会
社
に
よ
る
学
校
設

置
事
業
の
特
例
措
置
が
抑
制
的
に

見
直
さ
れ
る
こ
と
、
中
学
校
の
体

育
で
必
修
と
な
っ
た
武
道
に
関
し

て
は
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、

「
柔
道
」
を
選
択
し
た
学
校
が
国

公
私
立
学
校
全
体
の
六
四
％
あ
っ

た
こ
と
、
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
を
通
じ
て
実
施
し
た
東
日
本
大

震
災
の
義
援
金
募
集
は
、
昨
年
締

め
切
っ
た
後
も
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
今
年
七
月
六
日
現
在
で
累
計

で
、
二
億
三
百
七
十
二
万
二
千
八

百
十
円
に
上
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

全
私
学
連
合
（
清
家
篤
代
表
�

慶
應
義
塾
長
）
は
、
八
月
十
日
、

文
部
科
学
省
に
平
野
博
文
大
臣
や

高
井
美
穂
副
大
臣
等
を
訪
ね
て
平

成
二
十
五
年
度
概
算
要
求
と
同
税

制
改
正
要
望
に
対
し
て
私
学
団
体

と
し
て
の
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
も
出
席

し
、
公
立
高
校
が
無
償
化
し
た
こ

と
か
ら
私
立
高
校
は
授
業
料
を
上

げ
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

と
し
て
、
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
金
の
維
持
・
上

乗
せ
等
を
要
望
、
同
補
助
を
し
っ

か
り
柱
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
大
臣
に
要
請
し
た
。ま
た
、学
校

施
設
の
耐
震
化
で
は
、
私
立
高
校

等
は
公
立
学
校
に
比
べ
実
施
が
遅

れ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
、支
援
の
拡
充
を
要
請
し
た
。一

方
、
税
制
改
正
で
は
、
都
道
府
県

の
私
学
退
職
金
団
体
が
一
般
社
団

（
財
団
）
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

資
産
の
運
用
収
益
に
つ
い
て
は
従

前
通
り
非
課
税
措
置
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
平
野
大
臣
は
、
私
立
学
校
が
担

っ
て
き
た
役
割
は
大
き
い
と
し

て
、
で
き
る
限
り
財
政
支
援
し
て

い
き
た
い
、
と
語
っ
た
。

大臣はできる限り
の財政支援を約束

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
本
連
合
会
の
２５
年
度
予
算
要
望
…
２
〜
４
面

学
校
基
本
調
査
速
報
等
…
…
…
…
…
…
５
面

私
学
団
体
が
相
次
い
で
総
会
等
開
く
…
６
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

第 ２ 回
常任理事会

平

成

２５
年
度

私
立
高
校
等
関
係
政
府
予
算
要
望
決
定

耐
震
化

公
的
支
援
は
国
公
私
同
等
に

平平野野文文科科相相にに要要望望

www.chukoren.jp

平
野
大
臣（
中
央
）に
要
望
書
提
出

左
か
ら
２
人
目
が
吉
田
会
長
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教
育
は
未
来
へ
の
投
資
と
し
て

社
会
全
体
が
こ
れ
ら
を
支
え
る
と

い
う
理
念
の
下
、
わ
が
国
の
学
校

教
育
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

に
は
、
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
意

思
と
能
力
に
応
じ
た
質
の
高
い
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重

要
で
す
。
公
教
育
の
先
導
的
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
私
立
学
校
は
建

学
の
精
神
に
基
づ
い
た
多
様
な
教

育
の
展
開
を
通
じ
て
、
国
民
の
評

価
と
信
頼
を
得
て
い
る
こ
と
は
ご

高
承
の
と
お
り
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
産
業
構
造
の
変
動

と
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
へ
の
対
応
を
両
立
さ

せ
、
速
や
か
に
経
済
成
長
と
財
政

健
全
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
日
本
の
再
生
に
向
け
て

待
っ
た
な
し
の
瀬
戸
際
に
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
国
家
の
危
機
的
状
況
に
立

ち
向
か
う
に
は
、
何
よ
り
も
長
期

的
視
野
に
立
っ
た
優
れ
た
人
材
の

育
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
平
成
２５

年
度
政
府
予
算
案
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う

私
立
高
等
学
校
等
の
立
場
か
ら
、

以
下
の
事
項
に
つ
き
ま
し
て
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
�
私
立
高
等
学
校
等
の
経
常

費
助
成
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
平
成
２４
年
度
予
算
額
�

１
、０
０
５
億
３
、８
０
０
万
円
】

わ
が
国
の
学
校
教
育
の
健
全
な

発
展
を
図
り
、
将
来
を
担
う
優
れ

た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
一
翼
を
担
う
私
立
学
校
の
運

営
基
盤
が
安
定
し
教
育
の
継
続
性

が
維
持
さ
れ
発
展
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

そ
の
上
で
、
私
立
学
校
が
時
代

や
社
会
の
進
展
に
対
応
し
た
新
し

い
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
各
校
と
も
こ
れ
ま

で
以
上
の
経
費
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
充
て
る
た
め
、
私

立
学
校
が
授
業
料
等
の
改
定
を
行

う
こ
と
は
、
高
等
学
校
か
ら
小
学

校
に
至
る
公
立
学
校
が
無
償
化
さ

れ
た
中
で
は
、
甚
だ
難
し
い
と
い

う
の
が
現
実
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
先
ず
は
都
道

府
県
が
実
施
す
る
私
立
高
等
学
校

等
へ
の
経
常
費
助
成
事
業
の
財
源

の
柱
と
な
る
標
記
の
補
助
の
さ
ら

な
る
拡
充
強
化
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
上
記
の
通
り
、
公
立
高

等
学
校
が
無
償
化
さ
れ
た
現
下
の

状
況
を
踏
ま
え
、
私
立
学
校
の
運

営
基
盤
の
強
化
に
充
て
る
た
め
の

支
援
経
費
と
し
て
、
所
要
額
を
一

般
補
助
分
に
追
加
計
上
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
逆
に
、

わ
が
国
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
支

え
推
進
す
る
世
代
の
外
国
語
の
運

用
能
力
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
等
の
グ
ロ
ー

バ
ル
力
を
高
め
る
教
育
の
推
進
を

積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
特
別

補
助
分
に
お
い
て
教
員
の
資
質
向

上
や
生
徒
の
海
外
研
修
や
留
学
等

の
補
助
を
増
額
す
る
な
ど
、
私
立

学
校
の
特
色
教
育
振
興
の
一
環
と

し
て
「
私
学
教
育
振
興
特
別
経

費
」
を
設
け
所
要
額
を
計
上
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
多
く
の
都
道
府
県
で
特

に
私
立
小
・
中
学
校
を
中
心
に
生

徒
等
１
人
あ
た
り
の
経
常
費
助
成

単
価
が
、
国
に
よ
る
財
源
措
置
額

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

が
私
学
助
成
水
準
維
持
の
た
め
指

標
と
し
て
示
し
た
、
財
源
措
置
単

価
の
確
保
を
都
道
府
県
に
対
し
て

強
く
要
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

２
�
私
立
高
等
学
校
等
施
設
の

耐
震
化
に
対
す
る
国
公
立
学
校
と

同
等
の
支
援
の
実
施

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
り
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
が
急
務
で
あ
り
、
平

成
２３
年
度
補
正
予
算
・
平
成
２４
年

度
予
算
に
お
い
て
私
立
学
校
施
設

の
防
災
機
能
強
化
支
援
策
へ
の
関

連
予
算
の
大
幅
拡
充
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
国
は
、
国
公
私
立
学
校
の

耐
震
化
を
平
成
２７
年
度
に
は
完
了

さ
せ
る
べ
く
、
省
庁
の
枠
組
み
を

超
え
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
も
拘

わ
ら
ず
、
近
年
の
高
等
学
校
施
設

の
耐
震
化
の
状
況
を
見
る
と
、
公

立
が
毎
年
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
ピ

ッ
チ
で
耐
震
化
率
が
上
昇
し
て
い

る
の
に
比
し
て
、
私
立
は
２
ポ
イ

ン
ト
と
低
い
伸
び
率
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
が
、こ
の
背
景
に
は
、国
公

立
学
校
へ
の
耐
震
化
へ
の
支
援
が

急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

全
額
公
費
で
賄
わ
れ
る
公
立
に
比

し
て
、
私
立
に
お
い
て
は
多
額
の

学
校
法
人
負
担
分
が
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

平平
成成
２２５５
年年
度度
私私
立立
高高
等等
学学
校校
等等
関関
係係
政政
府府
予予
算算
にに
関関
すす
るる
要要
望望

本
連
合
会
が
作
成
、政
府
、国
会
等
に
提
出

［要望事項］

１．私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助の拡充強化

２．私立高等学校等施設の耐震化に対する国公立学校と同等の支援

の実施

３．私立高等学校等の施設設備の拡充強化と情報通信技術（ICT）

環境の整備の充実

４．「高等学校等就学支援金」制度の改善

５．私立学校教員の資質能力向上等のための補助金の拡充強化

６．被災私立学校・生徒等への支援の拡充と学校における子どもた

ちの食の安心と安全のための支援の実施

７．次代を見据えた私立学校の施設設備の整備への支援の実施
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現
在
、
私
立
高
等
学
校
等
の
施

設
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

国
は
、
耐
震
性
の
低
い
Ｉ
ｓ
値
０

・
３
未
満
の
場
合
は
２
分
の
１
、

そ
れ
以
外
は
３
分
の
１
の
補
助
率

で
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
私
立
大
学
は
２
分
の
１
、
公

立
小
中
学
校
は
Ｉ
ｓ
値
０
・
３
未

満
が
３
分
の
２
、
そ
れ
以
外
は
２

分
の
１
と
な
っ
て
お
り
、
設
置

者
、
学
校
種
に
お
い
て
補
助
率
に

格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
の
立
場
か

ら
、
耐
震
化
率
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
背
景
に
あ
る
学
校
法
人
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
ま
た
、
耐
震

工
事
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、近
年
、

改
築
の
際
の
耐
震
化
費
用
に
も
補

助
対
象
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
要
望

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た

び
、
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
改
築
に

つ
い
て
は
国
の
補
助
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
を
大
き
な
足
掛
か
り

と
し
て
、
私
立
小
学
校
、中
学
校
、

高
等
学
校
に
対
す
る
同
様
の
措
置

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

確
か
に
、
私
立
高
等
学
校
等
を

所
管
す
る
の
は
都
道
府
県
で
あ

り
、私
立
学
校
教
育
へ
の
支
援
は
、

行
政
所
管
上
は
第
一
義
的
に
は
都

道
府
県
が
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し

て
も
、
天
変
地
異
や
大
地
震
等
の

災
害
は
都
道
府
県
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
国
民
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
の
は
国
の

基
本
的
責
任
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
関

し
て
は
、
国
の
責
務
と
し
て
、
設

置
者
、
学
校
種
、
改
修
か
改
築
か

の
耐
震
工
事
の
方
法
を
問
わ
ず
、

補
助
内
容
を
国
公
立
学
校
と
同
水

準
と
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
今

こ
そ
、
そ
の
実
現
を
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

３
�
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設

設
備
の
拡
充
強
化
と
情
報
通
信
技

術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）環
境
の
整
備
の
充
実

私
立
高
等
学
校
等
の
教
育
施
設

の
高
機
能
化
、
防
災
機
能
強
化
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
づ
く
り
の

た
め
の
改
修
、
改
築
や
Ｉ
Ｔ
教
育

設
備
の
充
実
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
の
改
善
に
直
結
す
る
非

常
に
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
施
設
設
備
が
教
育
上
十

分
に
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
、
私

立
高
等
学
校
等
の
施
設
設
備
に
つ

い
て
、
国
公
立
学
校
と
同
等
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
所
要
の

補
助
金
等
の
拡
充
強
化
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

特
に
、
近
年
、
わ
が
国
の
国
際

競
争
力
が
低
下
す
る
中
、
学
力
の

諸
課
題
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心

な
学
校
の
実
現
の
観
点
か
ら
「
教

育
の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」「
新
た

な
情
報
通
信
技
術
戦
略
」
等
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
教
育
の
情
報
化

の
推
進
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、公
立
で
は
、

地
方
交
付
税
措
置
に
よ
り
学
校
に

お
け
る
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
環
境
の
整
備
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
私
立
高

等
学
校
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

状
況
は
格
段
に
劣
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
高

等
学
校
に
お
け
る
電
子
黒
板
の
整

備
率
を
例
に
と
る
と
、
平
成
２３
年

３
月
時
点
で
公
立
の
３７
・
２
％
に

対
し
私
立
８
・
８
％
、
中
学
校
で

は
公
立
の
６９
・
１
％
に
対
し
私
立

１０
・
６
％
と
い
う
著
し
い
格
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校
に

お
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

教
育
用
の
み
な
ら
ず
教
員
の
校
務

用
情
報
機
器
等
の
設
備
整
備
や
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
を
高

め
る
た
め
の
研
修
、
支
援
員
の
派

遣
等
を
含
め
公
立
学
校
に
準
じ
た

支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
従
来
の

私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備

整
備
推
進
事
業
の
拡
充
を
含
め
、

抜
本
的
な
支
援
策
を
要
望
い
た
し

ま
す
。

４
�
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
」
制
度
の
改
善

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」

制
度
は
、
実
施
か
ら
３
年
目
を
む

か
え
、
私
立
高
等
学
校
生
徒
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
と
っ
て
大
き

な
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
質
的
に
授
業
料
が

無
償
と
な
っ
た
公
立
に
比
べ
れ

ば
、
私
立
生
徒
に
支
給
さ
れ
る
就

学

支

援

金
１
１
８
、８
０
０
円

は
、
そ
の
授
業
料
３
７
６
、５
８

８
円
（
全
日
制
・
平
成
２３
年
度
全

国
平
均
額
）
の
３
分
の
１
程
度
で

あ
り
、
負
担
の
格
差
は
依
然
と
し

て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県

で
は
、
私
立
高
等
学
校
生
徒
の
授

業
料
の
無
償
化
に
向
け
て
、
低
所

得
層
を
対
象
と
す
る
上
乗
せ
措
置

に
よ
り
、
無
償
あ
る
い
は
軽
減
さ

れ
る
所
得
層
に
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
の

記
入
や
加
算
支
給
の
た
め
の
所
得

証
明
等
、
私
立
の
生
徒
、
保
護
者

に
は
公
立
に
は
な
い
手
続
き
が
必

要
と
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
私
立

高
等
学
校
も
多
く
の
事
務
負
担
を

負
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
様
々
な
格
差
や
制
度

の
実
施
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
懸

案
事
項
の
解
決
は
、
こ
の
制
度
を

主
導
し
実
施
し
て
い
る
国
が
責
任

を
負
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
就
学
支
援
金

額
の
増
額
や
加
算
対
象
者
の
所
得

基
準
額
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ

り
、
公
私
立
高
等
学
校
間
の
格
差

是
正
は
も
と
よ
り
、
都
道
府
県
間

で
の
私
立
高
等
学
校
生
徒
間
の
格

差
を
解
消
す
る
よ
う
早
急
な
対
応

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
立
高
等
学
校
の
生

徒
、
保
護
者
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
申
請
書
の
不

要
化
、
所
得
証
明
等
の
提
出
書
類

の
無
料
化
、
学
校
事
務
手
続
き
の

簡
素
化
及
び
私
立
高
等
学
校
の
事

務
負
担
に
対
す
る
補
助
制
度
の
大

幅
な
拡
充
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
こ
の
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
が
行
わ
れ
る
際
に

は
、
制
度
の
安
定
的
維
持
の
た
め

に
も
、
家
庭
に
お
け
る
支
援
の
実

質
的
必
要
性
の
観
点
か
ら
検
討
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
�
私
立
学
校
教
員
の
資
質
能

力
向
上
等
の
た
め
の
補
助
金
の
拡

充
強
化
【
平
成
２４
年
度
予
算
額
�

１
、９
３
０
万
２
、０
０
０
円
】

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
「
教

員
の
資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」

で
は
、
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ

た
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な

向
上
を
図
る
た
め
、
免
許
制
度
と

養
成
、
採
用
、
研
修
の
一
体
的
な

制
度
改
革
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
一
般
財
団
法
人
日
本
私

学
教
育
研
究
所
で
は
、
こ
の
新
た

な
制
度
の
イ
メ
ー
ジ
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
現
行
制
度
下
で
の
私
立

学
校
教
員
の
資
質
能
力
向
上
の
た

め
の
初
任
者
研
修
、
十
年
経
験
者

研
修
及
び
免
許
状
更
新
講
習
な
ど

を
総
合
的
に
実
施
し
、
現
職
研
修

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
制
度

に
も
�
が
る
現
行
事
業
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
標
記
補
助
金

の
大
幅
な
拡
充
強
化
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

６
�
被
災
私
立
学
校
・
生
徒
等

へ
の
支
援
の
拡
充
と
学
校
に
お
け

（
４
面
へ
続
く
）
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る
子
ど
も
た
ち
の
食
の
安
心
と
安

全
の
た
め
の
支
援
の
実
施

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
で

被
災
し
た
私
立
学
校
・
生
徒
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
施
設
設
備

の
復
旧
費
や
学
納
金
減
収
分
へ
の

補
�
、
被
災
生
徒
へ
の
授
業
料
等

の
減
免
事
業
を
実
施
し
た
私
立
高

等
学
校
へ
の
支
援
な
ど
様
々
な
支

援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

原
発
事
故
に
つ
い
て
言
え
ば
未
だ

に
収
束
し
て
お
ら
ず
、
特
に
、
被

ば
く
へ
の
対
応
は
、
放
射
線
量
は

低
減
し
た
と
は
い
え
、
学
校
教
育

分
野
に
つ
い
て
も
、学
校
設
置
者
、

行
政
所
管
、
学
校
種
等
の
違
い
や

従
来
の
慣
行
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
を

確
保
し
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
国

の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
校
庭
等
の
放

射
線
量
の
低
減
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
対

象
地
域
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

ま
た
、
設
置
者
や
学
校
種
の
違
い

に
拘
わ
ら
ず
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
切
実
な
健
康
問
題
と
し

て
、
国
公
立
学
校
と
同
等
同
水
準

の
措
置
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
や
保
護
者
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
、
必
要
な
線
量

計
の
設
置
な
ど
、
要
望
に
対
応
し

た
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
改
め
て
、
子
ど
も
た
ち

の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
、
被

災
地
の
み
な
ら
ず
わ
が
国
の
学
校

教
育
に
お
け
る
食
の
安
心
と
安
全

の
確
保
に
要
す
る
経
費
増
に
つ
い

て
も
補
助
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た

し
ま
す
。

７
�
次
代
を
見
据
え
た
私
立
学

校
の
施
設
設
備
の
整
備
へ
の
支
援

の
実
施

原
発
事
故
の
影
響
か
ら
、
わ
が

国
の
電
力
の
需
給
状
況
は
�
迫
し

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
へ
の
対
応

策
の
一
つ
と
し
て
、
節
電
に
最
も

効
果
的
で
、
比
較
的
簡
便
な
工
事

で
対
応
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
へ

の
切
り
替
え
が
、
各
方
面
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校
等

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
へ
の
切
り
替
え

に
つ
い
て
、
公
立
学
校
と
同
等
同

時
期
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
機
器

の
購
入
費
用
及
び
関
連
工
事
へ
の

補
助
制
度
の
実
現
に
向
け
て
検
討

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
後
の
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
進
展
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
資
源
の
節
約
の
中
で
、

電
子
教
科
書
へ
の
切
り
替
え
が
国

際
的
な
潮
流
と
な
っ
て
お
り
、
わ

が
国
の
公
教
育
に
お
い
て
電
子
教

科
書
が
実
用
化
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
は
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償
の

実
績
を
踏
ま
え
、
私
立
学
校
に
も

同
様
の
取
り
扱
い
と
し
、
私
立
高

等
学
校
に
対
し
て
は
、
関
連
機
器

の
導
入
に
要
す
る
経
費
へ
の
支
援

措
置
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
。

（
３
面
か
ら
続
く
）

政
府
の
平
成
二
十
五
年
度
税
制

改
正
に
対
し
て
は
全
私
学
連
合
が

各
私
学
団
体
の
意
向
を
ま
と
め
要

望
を
作
成
、
政
府
、
国
会
等
に
提

出
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
本
連

合
会
が
強
く
要
望
し
て
い
る
「
都

道
府
県
私
立
学
校
退
職
金
団
体
の

退
職
金
事
業
に
係
る
利
子
等
の
非

課
税
措
置
」
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
最
重
点
要
望
事
項
と
重
点
要

望
事
項
は
次
の
通
り
。

◇

�
�
最
重
点
要
望
事
項

１
�
教
育
費
に
か
か
る
経
済
的

負
担
軽
減
の
た
め
の
措
置
の
創
設

�
教
育
費
の
所
得
控
除
制
度
の

創
設�

教
育
費
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
扶
養
控
除
の
見
直
し

�
多
様
な
年
齢
層
（
社
会
人

等
）
学
生
の
教
育
費
に
か
か
る
税

制
上
の
優
遇
措
置
の
創
設

�
教
育
費
の
相
続
税
及
び
贈
与

税
に
か
か
る
税
額
控
除
制
度
の
創

設
２
�
学
校
法
人
に
対
す
る
寄
附

促
進
の
た
め
の
措
置
の
拡
充

�
個
人
か
ら
の
寄
附
に
か
か
る

税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
た
め
の

要
件
の
撤
廃

�
寄
附
金
控
除
の
年
末
調
整
の

対
象
化
な
ど
手
続
き
の
改
善

�
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る

寄
附
金
の
範
囲
拡
大

�
寄
附
金
控
除
限
度
額
の
拡
大

及
び
繰
越
し
控
除
制
度
の
創
設

�
寄
附
金
控
除
除
外
額
（
適
用

下
限
額
）
の
撤
廃

３
�
都
道
府
県
私
立
学
校
退
職

金
団
体
の
退
職
金
事
業
に
係
る
利

子
等
の
非
課
税
措
置

�
都
道
府
県
私
立
学
校
退
職
金

団
体
が
、
特
例
民
法
法
人
か
ら
一

般
社
団
法
人
ま
た
は
一
般
財
団
法

人
に
移
行
し
た
場
合
に
、
特
定
退

職
金
共
済
団
体
に
準
じ
、
従
前
ど

お
り
利
子
等
の
非
課
税
措
置
の
維

持
４
�
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

対
す
る
優
遇
措
置
の
創
設

５
�
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
学
校
法
人
の
復
旧
・
復
興

支
援
の
た
め
の
特
例
措
置
の
拡
充

�
被
災
し
た
私
立
学
校
の
入
学

者
に
対
す
る
教
育
費
の
税
額
控
除

制
度
の
導
入

�
被
災
し
た
学
校
法
人
の
復
旧

に
か
か
る
費
用
の
消
費
税
の
減
免

措
置
の
創
設

�
被
災
し
た
学
校
法
人
に
対
す

る
寄
附
の
特
例
措
置
の
拡
充

�
�
重
点
要
望
事
項

６
�
学
校
法
人
の
健
全
な
財
政

基
盤
の
確
立
に
向
け
た
現
行
特
例

措
置
の
維
持
・
拡
充

�
資
産
運
用
収
益
（
利
子
所
得

等
）
に
対
す
る
非
課
税
措
置
の
維

持
�
収
益
事
業
に
対
す
る
軽
減
税

率
の
維
持
・
拡
大

�
収
益
事
業
収
入
の
公
益
事
業

へ
の
繰
入
額
に
か
か
る
損
金
算
入

限
度
額
の
維
持
・
拡
大

平
成
２５
年
度
私
立
高
等
学
校
等
関
係
政
府
予
算
に
関
す
る
要
望

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
電
子
教
科
書
な
ど

次
代
を
見
据
え
た
施
設
設
備
整
備
へ
の
支
援
を

平平

成成

２２５５
年年
度度

私私
立立
学学
校校
関関
係係
税税
制制
改改
正正
にに
関関
すす
るる

要要
望望
事事
項項
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文
部
科
学
省
は
八
月
二
十
七

日
、
平
成
二
十
四
年
度
学
校
基
本

調
査
の
速
報
を
公
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
高
校
の
学
校
数
は
、

前
年
度
と
比
べ
私
立
が
二
校
減
、

公
立
が
三
十
六
校
減
、
国
立
は
変

わ
ら
ず
で
、
五
千
二
十
二
校
に
減

少
し
た
が
、
国
公
私
立
全
体
の
高

校
生
数
は
前
年
度
に
比
べ
六
千
二

百
五
十
四
人
増
え
三
百
三
十
五
万

五
千
五
百
九
人
と
な
っ
た
。

国
公
私
立
の
内
訳
を
見
る
と
、

国
立
は
六
十
四
人
、
公
立
は
九
千

七
百
十
三
人
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
数

（
全
日
制
と
定
時
制
）
が
減
少
し

た
が
、
私
立
高
校
は
前
年
度
比
一

万
六
千
三
十
一
人
増
え
て
百
一
万

八
千
八
百
七
十
四
人
と
な
っ
た
。

私
立
高
校
生
の
占
め
る
シ
ェ
ア

（
比
率
）は
三
〇
・
四
％
と
な
り
、

近
年
に
な
い
高
い
水
準
と
な
っ

た
。
生
徒
数
が
増
え
た
た
め
、
本

務
教
員
数
も
前
年
度
比
三
百
八
十

二
人
増
え
て
五
万
九
千
四
百
八
十

五
人
と
な
っ
て
い
る
。
国
公
私
立

高
校
の
本
科
の
生
徒
数
を
学
科
別

に
見
る
と
、
普
通
科
が
全
体
の
七

二
・
四
％
で
、
次
い
で
工
業
科
が

七
・
九
％
、
商
業
科

が

六
・
四

％
、
総
合
学
科
が
五
・
二
％
な
ど
。

中
学
校
卒
業
後
の
、
高
等
学
校
等

進
学
率
は
九
八
・
三
％
で
前
年
度

に
比
べ
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。
通
信
制
高
校
へ
の
進
学
者
を

除
く
と
進
学
率
は
九
六
・
五
％
。

一
方
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
を

見
る
と
、
就
職
率
が
一
六
・
八
％

で
二
年
連
続
の
上
昇
。
厳
し
い
経

済
情
勢
等
を
反
映
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
大
学
（
学
部
）
卒

業
者
も
同
様
な
状
況
。

被
災
県
の
状
況
を
見
る
と
、
原

発
事
故
の
影
響
が
続
く
福
島
県
で

は
、小
学
生
が
前
年
度
比
四
・
七
％

も
減
少
し
て
お
り
、
出
生
数
の
低

下
に
よ
る
小
学
生
数
の
減
少
（
全

国
平
均
、率
）、一
・
八
％
を
大
き
く

上
回
る
減
少
率
と
な
っ
て
お
り
、

就
学
人
口
の
減
少
は
深
刻
だ
。

ま
た
、
高
卒
者
の
県
外
就
職
率

は
岩
手
県
で
は
前
年
度
と
同
率
の

四
〇
・
五
％
だ
っ
た
も
の
の
、
福

島
県
で
は
二
十
三
年
度
の
二
二
・

七
％
か
ら
二
十
四
年
度
に
は
二
九

・
〇
％
へ
と
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
い
た
。
宮
城
県
で
も
前
年

度
比
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
二

三
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
外

流
出
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

公
立
高
校

・
全
日
制

生
徒
一
人
に
約
１１３
万
円
支
出

文
部
科
学
省
は
七
月
十
九
日
、

平
成
二
十
三
年
度
地
方
教
育
費
調

査
の
中
間
報
告
を
公
表
し
た
。

地
方
公
共
団
体
が
平
成
二
十
二

会
計
年
度
中
に
公
立
学
校
の
学
校

教
育
等
に
支
出
し
た
経
費
（
決
算

額
）
を
調
べ
た
も
の
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
公
立
学
校
在
学
者
一
人
当

た
り
に
支
出
さ
れ
た
学
校
教
育
費

は
、中
学
校
が
約
百
七
万
二
千
円
、

高
校
（
全
日
制
）
が
約
百
十
二
万

九
千
円
、
高
校
（
定
時
制
）
が
約

百
四
十
八
万
九
千
円
、
中
等
教
育

学
校
は
約
九
十
九
万
四
千
円
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
中
学
校
は
二
年
連

続
増
加
の
過
去
最
高
額
。
中
学
校

は
耐
震
化
の
推
進
で
小
学
校
と
と

も
に
建
築
費
が
増
加
し
て
い
る
の

が
要
因
。
公
立
高
校
の
生
徒
一
人

当
た
り
に
は
全
国
平
均
で
年
間
約

百
十
万
円
強
の
費
用
（
税
金
）
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十

二
年
度
か
ら
は
、
国
に
よ
る
公
立

高
校
授
業
料
無
償
化
政
策
が
始
ま

っ
た
た
め
公
立
高
校
生
の
い
る
家

庭
の
負
担
額
は
高
校
無
償
化
前
年

度
（
平
成
二
十
一
年
度
）
の
十
一

万
一
千
円
か
ら
四
千
円
へ
と
減
少

し
て
い
る
。
な
お
東
日
本
大
震
災

の
影
響
を
考
慮
し
て
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
三
県
に
つ
い
て
は
地
方
教

育
費
調
査
の
対
象
外
と
さ
れ
た
。

文科省学校基本
調査速報公表

私
立
高
校
生
１．６
万
人
増
加

私
学
の
シ
ェ
ア
３０
・
４
％
に

在学者一人当たり経費（年額） （単位：円）

区 分 中学校 高等学校
全日制課程

全 国 １，０７２，２５５ １，１２９，２４０

北 海 道 １，２７５，８９９ １，１７７，９３５

青 森 １，２１３，６８１ １，３２８，８１７

岩 手 １，２５３，１１１ １，１９０，９３５

宮 城 １，０８６，２２９ １，３８２，７５３

秋 田 １，４１４，９９７ １，４２３，４６４

山 形 １，２３１，８１７ １，２１４，７６３

福 島 １，０９２，８６５ １，０９９，４１２

茨 城 １，０７３，９５７ １，０４９，３８８

栃 木 １，０６７，０９３ １，２３２，６１９

群 馬 １，０５４，７５６ １，０３８，３１０

埼 玉 ９１２，２１１ ９７１，０８０

千 葉 １，０２５，２９０ １，０２２，３８３

東 京 １，３５０，９００ １，４９９，４７５

神 奈 川 ９０７，３１４ １，０９７，３６１

新 潟 １，３１６，７９４ １，１５９，４２８

富 山 １，０３９，２９４ １，１８１，３６３

石 川 １，００５，５９９ １，１３２，５５５

福 井 １，１２８，７７７ １，１６７，２７２

山 梨 １，１７６，９５５ １，１８４，６１９

長 野 １，１５０，４６７ １，０９４，５４６

岐 阜 ９９３，５４７ １，０８３，２８９

静 岡 ９１６，８０８ １，１１９，６５９

愛 知 ８６１，０９８ ９１３，４６９

三 重 １，０２１，９９２ １，０５６，４３８

滋 賀 １，０３５，１１７ ９９９，０７１

京 都 １，１１４，２６０ １，２１２，５６４

大 阪 ９０２，０４８ １，０７６，３８０

兵 庫 ９６６，１９９ １，１２２，９１７

奈 良 １，０５７，７１４ ９２１，８６８

和 歌 山 １，２２４，３９７ １，０３９，２６２

鳥 取 １，２０２，４０８ １，４３７，４３９

島 根 １，４１８，００９ １，６０３，８１７

岡 山 ９８５，１５３ １，０３３，７２５

広 島 １，０５７，９０７ １，１４８，６９６

山 口 １，２１２，４４２ １，１９５，９２１

徳 島 １，４５５，９００ １，２０９，６５６

香 川 １，２４８，９０２ １，２５６，６８８

愛 媛 １，２０３，３１６ １，０６７，１９８

高 知 １，８２３，４６０ １，３８８，０３１

福 岡 １，０１８，９６７ １，０４４，７２６

佐 賀 １，１２６，１５８ １，０２６，５０７

長 崎 １，２００，０５９ １，２８４，２３２

熊 本 １，１２５，３１５ １，０４９，３８８

大 分 １，２１３，３３２ １，２５９，５８９

宮 崎 １，１３５，８０９ １，０６３，４１１

鹿 児 島 １，０８０，３６６ １，０７７，３７９

沖 縄 ９８２，６０６ １，０４１，４３６
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全
私
工

総
会
で
吉
田
新
会
長
選
出

全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長
会

は
七
月
六
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の

私
学
会
館
で
平
成
二
十
四
年
度
総

会
を
開
い
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
を
承

認
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
新
執
行
部
に
よ
り
二
十
四
年

度
の
事
業
計
画
案
、
同
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
新
年
度
事
業
計
画
は
、
前
年

度
を
踏
襲
し
た
内
容
で
、
私
立
工

業
高
校
に
対
す
る
補
助
の
充
実
、

私
立
工
業
高
校
の
実
態
や
学
納
金

等
の
調
査
・
研
究
な
ど
を
実
施
す

る
。役

員
改
選
で
は
、
日
本
工
業
大

学
駒
場
高
校
の
校
長
を
退
い
た
大

森
和
夫
会
長
に
代
わ
り
同
校
の
吉

田
忠
雄
新
校
長
が
新
会
長
に
就
任

し
た
。
副
会
長
二
人
、
監
査
二
人

も
新
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
の
持

田
雄
一
・
教
育
課
程
調
査
官
が
、

「
新
学
習
指
導
要
領
と
工
業
教
育

�
工
業
教
育
に
よ
り
、
取
組
む
内

容
に
つ
い
て
�
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。
講
演
終
了
後
に
は
研
究
協

議
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

全
私
定
協

総
会
と
研
究
協
議
会
を
開
催

全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制
連

絡
協
議
会
は
六
月
十
五
日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
三
十

六
回
定
時
総
会
、
第
六
十
五
回
研

究
協
議
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
ま
た
役
員
改
選
の
後
、
二

十
四
年
度
の
事
業
計
画
、
同
予
算

案
が
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
計
画

に
関
し
て
は
、
魅
力
と
活
力
あ
る

定
時
制
教
育
の
あ
り
方
を
研
究
す

る
な
ど
を
活
動
目
標
に
、
例
年
通

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
（
学
校
実
態
）

調
査
、
文
部
科
学
省
、
国
会
議
員

へ
の
予
算
等
要
望
活
動
、
会
報
発

行
等
を
実
施
し
て
い
く
。

役
員
改
選
で
は
滋
賀
県
草
津
市

の
綾
羽
高
校
の
柴
原
聖
嗣
会
長
の

再
選
を
決
め
た
。
任
期
は
二
年
。

総
会
終
了
後
に
は
、
研
究
協
議

会
が
行
わ
れ
、
向
山
幸
隆
・
弥
富

高
校
教
頭
が
、「
弥
富
高
校
の
歩

み
と
今
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
文
部
科
学
省

の
担
当
官
か
ら
「
最
近
の
高
等
学

校
教
育
に
つ
い
て
」、
ま
た
全
国

定
時
制
通
信
制
高
等
学
校
長
会
か

ら
「
定
通
教
育
の
中
央
情
勢
」、

さ
ら
に
本
連
合
会
の
福
島
康
志
事

務
局
長
か
ら
「
私
学
を
巡
る
最
近

の
情
勢
」
が
報
告
さ
れ
た
。

全
国
私
学
振
興
会
連
合
会
（
会

長
�
嘉
悦
克
・
公
益
財
団
法
人
東

京
都
私
学
財
団
理
事
長
）
は
、
六

月
二
十
八
日
、
岐
阜
市
内
の
ホ
テ

ル
で
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
四

年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
を
決
め

た
。
二
十
三
年
度
の
事
業
報
告
等

も
承
認
し
た
。
二
十
四
年
度
は
、

前
年
度
を
踏
襲
し
て
、
私
学
振
興

会
の
制
度
及
び
運
営
に
関
す
る
調

査
研
究
、
会
議
・
研
修
会
・
協
議

会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
実
施
す

る
。
総
会
で
は
、
文
部
科
学
省
の

森
田
正
信
私
学
助
成
課
長
の
講
話

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
公
務
で

欠
席
、
同
課
の
後
藤
専
門
官
が「
私

学
助
成
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
平
成
二
十
四
年

度
の
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
補

助
等
に
つ
い
て
説
明
。
こ
の
中
で

は
私
学
団
体
が
要
望
し
て
い
る
耐

震
化
補
助
率
の
引
き
上
げ
や
改
築

事
業
の
補
助
対
象
化
に
つ
い
て

は
、
実
現
が
難
し
い
た
め
、
融
資

制
度
で
対
応
し
て
い
く
考
え
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
本
連
合

会
の
福
島
康
志
事
務
局
長
が
、
私

立
学
校
関
係
の
情
勢
報
告
を
行
っ

た
。
こ
の
中
で
福
島
事
務
局
長

は
、
耐
震
化
の
補
助
は
、
私
大
は

二
分
の
一
な
の
に
対
し
て
、
私
立

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は
基
本
的

に
三
分
の
一
、
幼
稚
園
に
関
し
て

は
改
築
補
助
が
あ
る
な
ど
、
同
じ

私
立
学
校
で
も
取
り
扱
い
に
違
い

が
あ
る
こ
と
を
説
明
。
大
震
災
が

発
生
し
た
場
合
、
被
害
は
都
道
府

県
の
行
政
単
位
を
超
え
て
発
生
す

る
た
め
国
の
支
援
が
不
可
欠
で
、

私
立
学
校
に
関
し
て
も
耐
震
化
補

助
の
拡
充
が
必
要
と
語
っ
た
。
総

会
で
は
こ
の
ほ
か
私
学
振
興
会
活

動
の
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
は
七
月
十

二
・
十
三
の
両
日
、
岩
手
県
盛
岡

市
内
の
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
四
年

度
総
会
・
研
修
会
を
開
催
し
た
。

初
日
の
総
会
で
は
、
二
十
三
年
度

の
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
を
承

認
し
、
私
立
学
校
振
興
対
策
等
を

柱
と
す
る
二
十
四
年
度
の
事
業
計

画
、
同
予
算
を
決
め
た
。
役
員
改

選
も
行
わ
れ
新
延
克
己
会
長
の
再

任
を
決
め
た
。
そ
の
後
、
本
連
合

会
の
吉
田
晋
会
長
が
、「
私
学
の

立
場
か
ら
見
る
公
私
間
格
差
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
、
私

学
振
興
を
め
ぐ
る
情
勢
を
説
明
、

私
学
振
興
に
向
け
て
保
護
者
の
協

力
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
盛
岡

白
百
合
学
園
中
高
校
音
楽
部
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
部
が
弦
楽
演
奏
を
、

盛
岡
中
央
高
校
さ
ん
さ
同
好
会

が
、
さ
ん
さ
踊
り
を
披
露
し
た
。

二
日
目
は
世
界
遺
産
・
平
泉
に
関

す
る
講
演
、
そ
の
後
中
尊
寺
等
を

訪
ね
て
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。

岐阜市で総会
２４年
度の事業計画など

決定

全 振 連

日私学保連

盛
岡
市
で
総
会
開
催

平
泉
訪
ね
る
研
修
も

吉田忠雄会長
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八
月
二
十
八
日
の
中
央
教
育
審

議
会
総
会
で
平
野
博
文
文
部
科
学

大
臣
は
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
改

善
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
学
校
教

育
と
大
学
教
育
の
円
滑
な
接
続
・

連
携
の
強
化
の
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
諮
問
し
た
。
総
会
の
下
に「
高

大
接
続
特
別
部
会
」
を
設
置
、
今

秋
か
ら
一
年
程
度
審
議
し
、
答
申

を
ま
と
め
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
化
な
ど
社
会
構
造
が
大
き
く

変
化
し
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
が
求
め

ら
れ
、
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育

の
学
校
段
階
を
通
じ
て
相
互
に
連

携
を
と
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
も

の
の
、
高
校
教
育
と
大
学
教
育
の

連
携
は
、
国
民
の
期
待
に
応
え
き

れ
て
い
な
い
こ
と
、
大
学
入
試
に

つ
い
て
は
、
事
実
上
の
学
力
不
問

と
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
半

面
、
選
抜
性
の
強
い
一
部
の
大
学

で
は
、
学
力
検
査
に
偏
っ
た
選
抜

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、

諮
問
の
理
由
。
審
議
に
当
た
っ
て

は
、
特
に
、
①
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
の
在
り
方
を
含
め
た
大
学

入
学
者
選
抜
の
改
善
方
策
②
大
学

入
学
者
選
抜
と
高
等
学
校
教
育
の

質
保
証
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換

を
一
体
的
に
行
う
た
め
の
基
本
的

な
方
向
性
、
高
等
学
校
と
大
学
と

の
連
携
強
化
の
た
め
の
方
策
�
の

二
点
に
留
意
し
て
進
め
て
い
く
。

中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
振
興

基
本
計
画
部
会
は
、
八
月
二
十
四

日
、
文
部
科
学
省
内
で
第
二
十
回

会
合
を
開
き
、
審
議
経
過
報
告
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
い
じ
め
問
題
や
高
大
接
続
問

題
な
ど
に
絡
ん
で
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
最
終
的
な
修
文
に
つ
い
て

は
三
村
明
夫
部
会
長
に
任
せ
る
こ

と
と
し
、「
審
議
経
過
報
告
」
と

し
た
上
で
、
八
月
二
十
八
日
の
中

教
審
総
会
に
報
告
、
そ
の
後
、
関

係
団
体
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る

な
ど
の
取
り
扱
い
が
了
承
さ
れ

た
。
審
議
経
過
報
告
は
前
回
の
部

会
で
の
意
見
や
各
分
科
会
で
の
意

見
等
に
そ
っ
て
修
正
さ
れ
た
が
、

私
立
学
校
関
係
で
は
、
私
立
学
校

施
設
の
耐
震
化
で
、
新
た
に
「
公

立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
を

勘
案
し
つ
つ
、」
と
の
文
言
が
追

加
さ
れ
、
出
来
る
だ
け
早
期
の
耐

震
化
の
完
了
を
目
指
す
、
と
の
記

述
と
な
っ
た
。
審
議
経
過
報
告
の

審
議
に
先
立
っ
て
は
、
今
年
四
月

以
降
、
審
議
の
ま
と
め
等
を
公
表

し
た
各
分
科
会
の
分
科
会
長
等
か

ら
、
審
議
結
果
や
審
議
状
況
等
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
初
等
中

等
教
育
分
科
会
長
か
ら
は
、
小
中

連
携
・
一
貫
教
育
や
高
校
教
育
に

関
す
る
審
議
状
況
等
が
説
明
さ
れ

た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
高
等
学
校
教
育
部
会
は

八
月
十
日
、
文
部
科
学
省
で
第
十

一
回
会
合
を
開
き
、
高
校
生
に
最

低
限
修
得
さ
せ
る
べ
き
事
項
と
高

校
教
育
の
質
保
証
の
在
り
方
に
つ

い
て
審
議
し
た
。
前
回
会
合
で
審

議
経
過
報
告
で
あ
る
「
課
題
の
整

理
と
検
討
の
視
点
」
を
取
り
ま
と

め
た
こ
と
か
ら
、
八
月
以
降
は
同

部
会
審
議
の
核
心
部
分
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
高
校
教
育
の
「
コ
ア
」

と
質
保
証
に
つ
い
て
集
中
審
議
を

行
い
、
年
末
に
は
一
定
の
方
向
性

を
固
め
る
予
定
。
年
明
け
以
降
は

高
校
教
育
の
振
興
方
策
を
検
討
す

る
。
こ
の
日
の
部
会
で
は
金
子
元

久
委
員
（
筑
波
大
学
大
学
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）
が
自
ら
が
代
表
を

務
め
た
研
究
の
結
果
か
ら
、
高
校

生
の
学
習
時
間
が
極
め
て
短
い
こ

と
、
学
習
習
慣
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
、
高
校
生
の
実
態
に
合
わ
せ

解
決
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
中
教

審
が
真
正
面
か
ら
議
論
し
て
い
な

い
な
ど
を
指
摘
、
高
校
教
育
の
質

保
証
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
の

必
要
性
を
力
説
し
た
。
そ
の
後
、

委
員
か
ら
は
「
生
徒
は
自
己
肯
定

感
が
低
い
。
教
育
界
全
体
を
覆
っ

て
い
る
問
題
だ
」
と
い
っ
た
意
見

や
「
金
子
委
員
は
基
礎
的
な
学
力

を
ど
う
見
て
い
る
の
か
」
と
い
っ

た
意
見
も
聞
か
れ
た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
の
第
三

回
会
合
が
八
月
二
十
四
日
、
文
部

科
学
省
で
開
か
れ
、
小
中
一
貫
教

育
に
関
す
る
教
育
課
程
の
基
準
の

特
例
等
に
つ
い
て
の
説
明
と
検
討

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
の
主
な
議

題
は
、
産
業
教
育
の
施
設
・
設
備

の
基
準
の
改
訂
、
小
中
一
貫
教
育

に
係
る
教
育
課
程
の
基
準
の
特
例

等
に
つ
い
て
。
こ
の
う
ち
産
業
教

育
の
施
設
・
設
備
の
基
準
の
改
訂

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
実
施

の
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

に
伴
う
「
産
業
教
育
振
興
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

案
」が
提
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

小
中
一
貫
教
育
に
係
る
教
育
課
程

の
基
準
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
案

が
示
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
同
案
で

は
、
同
一
の
設
置
者
が
設
置
す
る

小
中
学
校
は
、設
置
者
の
判
断
で
、

九
年
間
を
通
じ
た
教
育
課
程
の
編

成
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
基
準
の

特
例
を
設
け
る
。
特
例
の
内
容
と

し
て
は
、
一
貫
型
小
中
学
校
に
お

い
て
、
各
教
科
、
道
徳
、
外
国
語

活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
ま

た
は
特
別
活
動
の
授
業
時
数
を
減

ら
し
、「
学
校
設
定
教
科
」
の
授

業
時
数
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
学
校
設
定
教
科
は
、
削
減

し
た
各
教
科
等
の
内
容
を
代
替
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

指
導
内
容
の
入
れ
替
え
・
移
行
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
特
例

活
用
に
は
八
つ
の
要
件
が
あ
る
。

総 会

平
野
文
科
相
が
高
大

接
続
・
連
携
を
諮
問

高校部会

高
校
教
育
の�
コ
ア
�

質
保
証
の
審
議
開
始

教育課程部会

小
中
一
貫
の
教
育
課
程

特
例
の
創
設
を
承
認

計画部会

審
議
経
過
報
告
了
承

ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
ヘ

中中
教教
審審
のの

審審
議議
状状
況況
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一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
私
立
学
校
専
門
研
修
会

・
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
が
８

月
９
日
、
東
京
・
私
学
会
館
で
開

か
れ
、
管
理
事
務
職
員
ら
約
７０
名

が
参
加
し
た
。
研
究
の
ね
ら
い
は

「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向

上
を
め
ざ
し
て
～
学
校
組
織
の
効

率
化
と
人
材
育
成
・
財
務
分
析

～
」
と
し
、（
株
）
マ
ク
ロ
ミ
ル

・
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
の
杉

本
哲
哉
氏
に
よ
る
「
私
学
が
果
た

す
べ
き
役
割
と
付
加
価
値
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
企
業
人
か
ら
見

た
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
お
け

る
人
材
育
成
の
あ
り
方
や
私
学
に

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
等
に
つ
い

て
提
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ア

ネ
ッ
ト
教
育
総
合
研
究
所
・
第
二

研
究
室
長
の
嘉
村
謙
一
郎
氏
に
よ

る
「
事
務
組
織
が
輝
け
ば
、
学
校

が
輝
く
～
経
営
者
や
教
員
に
頼
り

に
さ
れ
る
、
輝
く
事
務
組
織
の
創

り
方
～
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、

学
校
改
革
に
当
た
っ
て
は
経
営
体

制
の
確
立
、事
務
組
織
の
設
計
、事

務
職
員
の
人
材
開
発
が
急
務
で
、

事
務
職
員
が
い
か
に
変
化
対
応
を

リ
ー
ド
で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
更
に
、
日
本

私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
職

員
の
指
導
に
よ
る
財
務
分
析
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
は
自

法
人
の
簡
易
財
務
分
析
の
演
習
を

行
っ
た
。
全
体
会
（
交
流
会
）
で

は
、
研
修
会
を
振
り
返
る
と
と
も

に
各
校
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
１０
／
１１
・
１２
、岩
手
県
盛
岡
市
で

第
６０
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集

会
・
岩
手
大
会
は
１０
月
１１
・
１２
日

の
両
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
を
会
場
に
開
か
れ
る
。

日
私
教
研
及
び
一
般
財
団
法
人
私

学
研
修
福
祉
会
の
共
催
。
後
援
は

岩
手
県
、
盛
岡
市
等
。
全
国
か
ら

約
６
０
０
名
の
私
立
中
学
高
等
学

校
の
教
員
等
が
参
加
す
る
予
定
。

「
未
来
を
拓
く
私
学
教
育
～
人
間

力
を
養
い
人
格
の
完
成
を
目
指
す

～
」が
研
究
目
標
で
、
私
学
経
営
、

教
育
課
程
、
法
人
管
理
事
務
運

営
、
進
路
指
導
、
生
徒
指
導
、
特

色
教
育
の
６
部
会
が
開
か
れ
る
。

初
日
の
全
体
集
会
で
は
吉
田
晋
・

中
高
連
会
長
（
日
私
教
研
理
事

長
）
及
び
中
川
武
夫
・
日
私
教
研

所
長
が
中
高
連
並
び
に
日
私
教
研

の
事
業
と
今
後
の
私
学
教
育
へ
の

取
り
組
み
を
報
告
。
私
立
学
校
活

動
紹
介
で
は
岩
手
女
子
高
等
学
校

の
書
道
部
及
び
詩
吟
同
好
会
の

「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
～
賢
治
の
ふ
る

さ
と
岩
手
」
の
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
。
岩
手
県
在
住
の
直
木
賞
作
家

・
高
橋
克
彦
氏
に
よ
る
「
和
の
こ

こ
ろ
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

わ
れ
る
。

２
日
目
は
終
日
部
会
で
の
研
究

協
議
で
、
講
演
や
研
究
発
表
等
が

行
わ
れ
る
。
な
お
、
日
私
教
研
で

は
本
大
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
先

の
東
日
本
大
震
災
で
被
害
が
甚
大

で
あ
っ
た
東
北
地
区
・
岩
手
県
の

私
立
学
校
の
復
興
を
側
面
か
ら
支

援
し
て
い
く
。

私
学
教
員
の
た
め
の
夏
期
研
修
会
・
講
習
を
各
地
で
開
催

今
夏
は
初
任
者
研
修
会
・
１０
年

経
験
者
研
修
会
・
教
員
免
許
状
更

新
講
習
に
加
え
て
、
実
務
者
研
修

会
、
文
部
科
学
省
委
託
の
復
興
教

育
支
援
事
業
関
連
の
調
査
研
究
成

果
を
踏
ま
え
た
研
修
会
を
企
画

し
、
２６
の
研
修
会
・
講
習
を
催
し

た
。◇

初
任
者
研
修
会
�
１４
地
区
で

実
施
・
約
１
、５
０
０
名
参
加
と

年
々
増
加
。

◇
１０
年
経
験
者
研
修
会
�
東
日

本
・
西
日
本
の
２
地
区
で
実
施
・
昨

年
比
倍
増
で
約
１
１
０
名
参
加
。

◇
教
員
免
許
状
更
新
講
習
�
東

日
本
・
西
日
本
で
必
修
・
選
択
４

講
座
を
開
設
、
現
場
で
役
立
つ
実

習
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
今
後
の

自
己
研
修
に
資
す
る
内
容
を
取
り

入
れ
て
実
施
・
約
６
０
０
名
参
加
。

◇
教
師
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
研
修
会
�
福
島
・
宮
城
・
岩
手

・
茨
城
の
４
県
、
東
京
都
で
全
５

回
開
催
・
約
１
６
０
名
参
加
。内
容

は
児
童
・
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な

心
の
ケ
ア
の
重
要
性
の
再
認
識
。

◇
実
務
者
研
修
会
�
東
日
本
・

西
日
本
で
教
育
課
程
編
成
担
当
者

対
象
に
開
催
・
約
２
５
０
名
参
加
。

◇
震
災
時
に
お
け
る
学
校
対
応

の
在
り
方
研
修
会
�
東
京
都
で
開

催
・
約
６０
名
参
加
。
天
笠
茂
氏（
千

葉
大
学
教
授
）
に
よ
る
防
災
に
関

す
る
調
査
研
究
報
告
・
提
言
、
被

災
地
の
学
校
か
ら
の
震
災
時
の
学

校
対
応
と
対
策
の
報
告
等
。

秋
季
研
修
会
の
申
込
受
付
中
！

政
府
の
「
日
本
再
生
戦
略
」（
７

月
末
閣
議
決
定
）
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
に
対
応
し
た
「
実
践

的
な
英
語
教
育
の
強
化
・
高
校
生

の
留
学
推
進
等
」
が
重
要
項
目
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

流
れ
を
受
け
て
日
私
教
研
は
今

秋
、
国
際
教
育
関
係
者
向
け
の
研

修
会
を
企
画
・
実
施
す
る
。
実
施

案
内
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

私
立
学
校
専
門
研
修
会

国
際
教
育
研
究
部
会

○
９
月
２１
日
・
東
京
・
こ
ど
も

の
城
／
学
校
法
人
玉
川
学
園
（
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
視
察
。

○
研
究
の
ね
ら
い
「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
人
材

の
育
成
～
日
本
か
ら
海
外
へ
、
世

界
の
列
国
に
伍
し
て
い
け
る
か

～
」実

務
者
研
修
会

○
１１
月
１０
日
・
飯
田
橋
レ
イ
ン

ボ
ー
ビ
ル
（
東
日
本
）、
１１
月
１７

日
・
兵
庫
県
私
学
会
館（
西
日
本
）

○
「
私
学
の
教
育
課
程
と
学
習

指
導
要
領
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
コ

ー
ス
（
教
務
担
当
者
対
象
）「
新

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
評
価

の
在
り
方
」、
Ｂ
コ
ー
ス
（
英
語

科
教
員
対
象
）「
新
学
習
指
導
要

領
に
対
応
し
た
英
語
の
授
業
」
を

実
施
。

私
立
学
校
専
門
研
修
会
・
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
開
催

日日
私私
教教
研研

だだ
よよ
りり
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